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～今月の表紙～

徳江観音寺観音堂（所在地：国見町大字徳江字団扇地内）

山車の華やかさ、スピーディに動か

す技、激しいぶつかり合い、賑やか

なお囃子。鹿島神社例大祭の熱気が

藤田の町並みをつつみます。写真は、

山車を大きく回すパフォーマンス。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

『国見のたからもの』

　　　　　　　
№６

古瓦が出土する徳江には古代から寺院が存在し、戦火や災害により遷移しながら現在の観音寺へつながれてきました。
享保 3 年 (1718) に建て替えられた観音堂は、聖観世音菩薩を安置し、信仰と集落の歴史を現在に伝え守られている。

県北中学校芋煮会での料理
料理名は「すき焼き」

いざという時
私たちが、
できることを
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Interview

国見町消防団長

鈴木　耕治さん

　「 各 地 区 の
訓 練 会 場 を
回ったが、各
地区で工夫し
て訓練を実施
していて、共
助の意識が高
まっていると

国見町町内会長
連絡協議会会長

佐藤清二さん

　「 多 く の 町
民が参加でき
るよう、地区
ごとの防災訓
練 で し た が、
自主防災会の
連携と防災力
の確認を行う

　今年は親子三
代で参加の菅野
さんご一家。「震
災後非常食など
の準備を行って
い る。 ま た、 日
頃の訓練も大事」
と話してくれま
した。

左から菅野三枝子
さん、響子さん、
航太さん

ことができ、また、町民の防災意
識の高揚に繋がった」と話してく
れました。

感じた。消火訓練や炊出しなど実
際にやってみることが重要だ」と
話してくれました。
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1�森江野地区防災訓練
2大木戸地区防災訓練
9石母田地区防災訓練
34�小坂地区防災訓練
58大枝地区防災訓練
67藤田・山崎地区防災訓練

「安否を伝える」
～災害用伝言サービス～
　みなさん「110」「119」は何の番号
ですかと聞かれれば、すぐに警察、消
防への緊急通話と答えられると思いま
す。しかし、「171」と聞いてとっさに
答えることができる方は少ないのでは
ないでしょうか。
　「171」は、地震など大規模な災害が
発生した際に、被災地のご家族や知人
などの安否を確認するための手段とし
て、また、被災者が自分の安否を伝え
るために使われるサービスです。「災
害用伝言ダイヤル（171）」、「災害用伝
言板」、「災害用音声お届けサービス」。
みなさんもう一度家族で使い方を確認
しましょう。自宅の電話番号の前に

「171」をダイヤルすることで安否を伝
えることができます。また、とっさに

「171」に電話をかけるのは難しい事で
す。NTT では毎月１日と 15 日に体験
利用できるサービスもありますので、
ご利用ください。

※伝言の録音・再生時の通話料は利用さ

れた方の負担となります（体験利用時も

同様となります）。なお、伝言録音等に伴

うサービス利用料は無料です。

ご利用方法
　　扌
171にダイヤル
　　扌
音声ガイダンスによる案内
録音は1
再生は2
被災地の方は自宅の電話番号を、
被災地外の方は被災地の方の電
話番号を市外局番からダイヤル
してください。
国見町だったら
024 - 585 - ××××
　　扌
音声ガイダンスによる案内に従
い、録音（再生）

　10 月 19 日、各地区毎に防災訓練を実施しました。
　今回の訓練では、各地区自主防災会が主体となり、町で
初めての取り組みとなる「各地区、同日での実施」となり
ました。地区ごとに防災行政無線（同報系）により避難勧
告が発令され、それぞれ一時避難場所への避難及び安否確
認が実施されました。その後は、各地区中央集会所等で各
地区の訓練が実施されました。小坂地区では、自衛隊によ
る「道路寸断による救出訓練」、藤田・山崎地区では消防署
による「救助訓練」や自衛隊・日赤奉仕団による「炊出し
訓練」、石母田地区では（一社）福島県警備業協会の協力の
もと「応急救護訓練」、森江野地区では㈱山際ホース専門店
の協力のもと「初期消火訓練」、大木戸地区では大木戸駐在
所署員による「防災講話」や消防署の協力のもと「応急救
護訓練」、大枝地区では社会福祉協議会の協力のもと「要支
援者講習」などが実施されました。
　各地区毎に実施されたことで、多くの人が訓練に触れ合
う機会が増え、充実した防災訓練となりました。

自分の脚で、目で、
再確認

地　区 訓練メニュー

小坂
町災害対策本部との通信訓練、避難所開設
訓練、自衛隊による救出訓練、初期消火訓練、 
心肺蘇生法・ＡＥＤ取扱い訓練、要支援者
支援訓練、炊出し訓練

藤田・山崎

初期消火訓練、心肺蘇生法・ＡＥＤ取扱い
訓練、煙体験、炊出し訓練、消防署による
救助訓練、自衛隊車両及び資機材展示、東
北電力・ＮＴＴ東日本東北・県ＬＰガス協
会県北支部による展示ブース

石母田 初期消火訓練、応急救護訓練

森江野 町災害対策本部との通信訓練、初期消火訓
練、防災倉庫確認

大木戸

町災害対策本部との通信訓練、初期消火訓
練、ＡＥＤ取扱い・応急手当訓練、炊出し
訓練、防災倉庫確認、 
消防団による放水訓練、大木戸駐在所署員
による防災講話

大枝
町災害対策本部との通信訓練、防災倉庫確
認、要支援者支援訓練、 
初期消火訓練

各地区で
防災訓練
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小坂アグリ
～ 「天のつぶ」 ～

稲刈り体験

　10月 18 日、小坂アグリ株式会社（朽木勝之社長）は、国見
町少年仲間づくり教室の児童を対象に「小学生の「天のつぶ」
稲刈り体験事業」を行いました。
　大半の児童は、初めての稲刈りです。小坂アグリ、伊達農業
普及所そして JA 伊達みらい国見営農センターの職員らの指導
を受けながら、稲刈りを行いました。
　初めは危なかしい手つきで鎌を使っていた児童たちでしたが、

あっという間に稲刈りのコツを覚え、稲を刈り取っていました。
　稲刈の体験の後は、この日一番のお楽しみが待っていました。炊きたての「天のつぶ」とトン汁が用意され、
ご飯を 4杯もおかわりする児童も。
　午後は、お米にまつわるクイズをして、秋晴れの一日を楽しみました。

「天のつぶ」を献穀
～平成 26年度新嘗祭～

　11 月 23 日に宮中行事として行われる
新嘗祭で供される 26 年産の穀物を献納
する農家に、福島県から朽木勝之さんが
選ばれました。
　10 月 22 日には、穀物を宮中に納める

「献穀献納式」が行われ、朽木勝之・京
子夫妻と太田久雄町長が皇居に参内しま
した。
　献穀献納式は賢所「献穀の間」で行わ
れ、朽木夫妻が丹精込めて育てた「天の
つぶ」を自ら納めました。この後、朽木
夫妻と太田町長は、天皇陛下が献穀のお
礼と今年の農作物の作柄状況をお尋ねに
なる「献穀者御会釈」に出席しました。
　国見町から福島県を代表する献穀者が
選ばれたのは、昭和 36 年以来２回目の
ことです。 献穀献納式後の朽木夫妻と太田久雄町長

家族介護教室のお知らせ
　介護や高齢者に対する理解や知識を深め、 心と体のリフレッシュを図ることを目的とした家族介護教室を開催しま

す。 町内在住で介護に興味のある方、 実際に介護されている方など、 是非お気軽にご参加ください。

第１回
日時　11 月 27 日 （木）
10 時から 11 時 30 分

観月台文化センター　第１会議室
テーマ　家族で支えよう

～難しくない認知症ケア～
　認知症とは？家族が認知症になったらどん
な風に関わっていくべきか？分かりやすく、 生
活に生かせるお話です。

第 2 回
日時　12 月 11 日 （木）
10 時から 11 時 30 分

観月台文化センター　第１会議室
テーマ　食べることは生きる力

～高齢者がおいしく食べやすい食事の工夫～

　高齢者にとって必要な栄養、 食事の工夫を

楽しく学びます。

第 3 回
日時　12 月 18 日 （木）
10 時から 11 時 30 分

観月台文化センター　第１和室
テーマ　笑いヨガで心と体のリフレッシュ

　笑いヨガは 「笑いの体操」 と 「ヨガの呼吸法」
を組み合わせた健康体操です。 笑いの効果を実
感しながら、 リフレッシュしませんか？

＊第 3 回の笑いヨガ参加時は動きやすい服装で、飲
み物をご持参ください。

募集人員：各教室 20 名程度
　　　　　(1 回限りの参加でも大丈夫です )
参加料：無料
申し込み方法：11 月 7 日から 21 日まで保健福祉課
　　　　　　　長寿介護係へ電話または窓口で申込
　　　　　　　みください。
◆問い合わせ　保健福祉課長寿介護係
　　　　　　　☎ 585-2125

福島県内を巡る旅
「風とロック CARAVAN」 in Kunimi

　10 月 25 日、観月台文化センター体育館で「風と
ロック CARAVAN 福島」が開かれました。「風とロック 
CARAVAN 福島」は、郡山出身のクリエーティブディ
レクターの箭内道彦さんを中心に企画・運営され、今
回で 10 回目を数えます。震災から 3 年がたつ福島の
現状をもっと知り、もっと伝えるために行われており、
県内外から約 300 人の観客が会場に詰めかけました。　
今回、箭内さんをはじめ、「number the .」「グループ魂」

の富澤タクさん、シンガーソングライターの柴田淳
さん、福島市出身のシンガー ave さんが出演しまし
た。トークショーでは箭内さんと太田町長、商工会
青年部副部長の山崎敦さん、本町若連副会長の三木
彰さんの 4 人で復興への思いを語りあい、町の特産
品である「国見バーガー」や、同日行われていた「鹿
島神社例大祭」の紹介をし、会場を盛り上げていま
した。その模様はラジオ福島により生放送で公開さ
れました。

柴田淳さんによるピアノの弾き語り

箭内さんとのトークショー
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賞 学校名 学年 氏　　名 作品
福島税務署長賞 県北中 １ 佐藤　里奈 納　税

県北地方振興局長賞 国見小 ６ 宗像　花恋 納　税
国見町長賞 国見小 ５ 安藤　慶乃 税　金
国見町長賞 国見小 ６ 村上　博典 完　納
国見町長賞 県北中 １ 佐藤　彩花 納　税

国見町教育長賞 国見小 ５ 佐藤　真実 税　金
国見町教育長賞 国見小 ６ 鴫原　杜和 税　金
国見町教育長賞 県北中 １ 吉田　秋帆 納　税

賞 学校名 学年 氏　　名 作　　　品
福島税務署長賞 国見小 ６ 鈴木ほのか 税金は　希望の未来　うつしだす

県北地方振興局長賞 国見小 ５ 三木日向葵 納税で　ささえあいたい　笑顔の未来
国見町長賞 国見小 ５ 佐藤　由唯 税金で　輝く未来の　国見町
国見町長賞 国見小 ６ 渋谷　雪乃 税金で　はじまる進歩　未来へと

国見町教育長賞 国見小 ５ 村上　楓月 納税は　みんなのふる里　守ります
国見町教育長賞 国見小 ５ 星　　澪 税金は　国を動かす　原動力

税に関する
作品

コンクール

　税の仕組みや目的を考える週間に合わせて実施された『国見町小中
学生「税に関する作品コンクール」』には、書の部 221 点、標語の部
171 点、合計 392 点の作品が寄せられました。
　10 月 14 日、応募のあった作品の審査会が開催され、福島税務署長
賞、県北地方振興局長賞、町長賞、教育長賞が決定しました。入選し
た作品は、町文化祭への展示、町申告会場（来年２月中旬から３月中
旬）に展示します。受賞者は下記のとおりです。

≪書の部≫　敬称略

≪標語の部≫　敬称略

平
成
27
・
28
年
度
国
見
町

入
札
参
加
資
格
審
査

　
申
請
書
の
本
受
付
に
つ
い
て

　
こ
の
申
請
手
続
き
は
、
国
見
町
が
発
注
す
る
建

設
工
事
等
に
関
す
る
契
約
に
係
る
入
札
へ
の
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め

資
格
の
有
無
を
審
査
す
る
も
の
で
す
。

　

資
格
審
査
の
結
果
、
入
札
参
加
資
格
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
有
資
格
者

名
簿
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

有
資
格
者
名
簿
に
登
載
を
希
望
さ
れ
る
業
者

は
、
必
ず
受
付
期
間
内
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

①
受
付
部
門

　
「
建
設
工
事
」「
測
量
・
調
査
・
設
計
」「
物
品

購
入
（
修
繕
）」
以
上
３
部
門

②
受
付
期
間

　

平
成
26
年
12
月
１
日
月
か
ら

平
成
26
年
12
月
24
日
水
ま
で
（
土
日
・
祝
日
除
く
）

③
受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で

④
受
付
場
所

　

総
務
課
財
政
係

　
　
（
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
内
仮
庁
舎
）

⑤
提
出
書
類

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
財
政
係　

☎
５
８
５
‐
２
１
１
４

福島税務署長賞
佐藤　里奈

県北地方振興局長賞
宗像　花恋

区　　分 予算現額 収入済額 収入率
（％） 区　　 分 予算現額 支出済額 執行率

（％）
町 税 835,100 487,394 58.4 議 会 費 81,922 43,847 53.5 
地 方 譲 与 税 49,000 15,637 31.9 総 務 費 1,883,941 312,788 16.6 
各 種 交 付 金 116,482 58,636 50.3 民 生 費 1,112,507 466,852 42.0 
地方特例交付金 2,500 3,389 135.6 衛 生 費 759,527 228,422 30.1 
地 方 交 付 税 2,340,217 1,927,288 82.4 労 働 費 78,387 30,276 38.6 
分担金及び負担金 21,656 9,041 41.7 農 林 水 産 業 費 609,049 105,060 17.2 
使用料及び手数料 99,417 45,862 46.1 商 工 費 117,849 37,695 32.0 
国 庫 支 出 金 664,349 121,684 18.3 土 木 費 1,066,998 302,130 28.3 
県 支 出 金 10,433,681 1,496,917 14.3 消 防 費 9,953,147 1,918,446 19.3 
財 産 収 入 1,258 1,468 116.7 教 育 費 574,945 250,594 43.6 
繰 入 金 351,265 218 0.1 災 害 復 旧 費 12,378 0 0.0 
繰 越 金 502,176 651,400 129.7 公 債 費 416,360 184,407 44.3 
諸 収 入 ほ か 260,132 182,794 70.3 諸 支 出 金 1 0 0.0 
町 債 994,100 0 0.0 予 備 費 4,322 0 0.0 
合 　 　 計 16,671,333 5,001,728 30.0 合 　 　 計 16,671,333 3,880,517 23.3 

特別会計名 予算現額 収入済額 収入率
（％）

支出
済額

執行率
（％）

大木戸財産区特別会計 205 156 76.1 77 37.6 
入 山 財 産 区 特 別 会 計 228 227 99.6 83 36.4 
公共下水道事業特別会計 283,027 138,015 48.8 98,800 34.9 
後期高齢者医療特別会計 110,799 37,473 33.8 24,212 21.9 
国民健康保険特別会計 1,286,173 563,650 43.8 494,321 38.4 

介護保険特別会計 保険事業勘定 1,112,769 516,036 46.4 416,788 37.5 
介護保険特別会計 サービス事業勘定 2,985 2,234 74.8 293 9.8 

土地開発事業特別会計 43,304 2,242 5.2 0 0.0 
渇水対策施設特別会計 8,936 7,785 87.1 3,900 43.6 

区　　分 9 月末残高
一 般 会 計 5,336,335 
水 道 事 業 287,901 
公共下水道事業 1,716,558 
合 　 　 計 7,340,794 

区　分
収　　入 支　　出

予算
現額

収入
済額

予算
現額

支出
済額

収益的
収　支 258,525 124,558 248,057 67,403 

資本的
収　支 74,679 1,767 104,525 16,837 

●一般会計
≪歳入≫　　　　　　　　　　　　　　（千円）　　　≪歳出≫　　　　　　　　　　　　　　（千円）

●各特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●町債残高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）　

●石母田財産区、北山組合一般会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

●水道事業会計
　　　　　　　　　　　　（千円）　　　　　　　

会　計　名 予算現額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％）
石母田財産区一般会計 1,154 1,594 138.1 232 20.1 
北山組合一般会計 664 714 107.5 240 36.1 

◆問い合わせ　総務課財政係　☎ 585-2114

　平成 26 年 4 月 1 日から 9 月 30 日までの上半期財政状況をお知
らせします。
　一般会計では、過去最大となる予算総額 166 億 7,133 万 3 千円

（25 年度から繰越事業費分も含む）に対し収入済額が 50 億 172 万
8 千円（収入率 30.0％）、支出済額が 38 億 8,051 万 7 千円（執行率
23.3%）の執行状況です。各特別会計および起債残額等については
別表のとおりです。
　各会計とも適切な財政状況であり、各事業において概ね計画通り
執行されています。

平成 26年度
上半期
財政状況
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歌って、踊って、
みんなで、一つのことをやり遂げる
そんな時、子どもたちは輝きます

 　10 月 21 日、今年も国見小学校にヤングアメリカ
ンズがやってきました。来校は昨年に続き２回目と
なります。
　今回も国見小学校の６年生と団員 15 人が４時間の
歌とダンスの練習を行い、本番に備えました。初め、
緊張からどきどき、カチカチの児童たちも時間の経

過とともに団員と打ち解け、恥ずかしくて出すこと
ができなかった大きな声も出せるようになりました。
　本番では下級生、保護者の皆さんの前で練習以上
に歌い、ダンスを踊ることができました。中でも、
一人で踊ったり、歌った児童の顔は人一倍輝いてい
ました。もちろん、先生もとびきりの笑顔でした。

国見小に楽器がやってきた

　10 月 28 日、被災地に休眠楽器などを修繕し贈っている
団体「楽器 for  Kids」から、国見小学校にトロンボーン２本
とマウスピースセットがプレゼントされました。児童たち
は目を輝かせ、来年から発足する金管バンドに向けてこれ
から猛練習を行います。また、クリスマス前までにはコル
ネットなどの楽器もプレゼントされる予定で、その楽器の
指導も「楽器 for  Kids」の皆さんにより行われる予定です。
　来年の金管バンドの演奏をお楽しみに。

楽器 for  Kids 代表武田和大さん

観月台で　Love  Love  Love な２日間…

⁂11/22-23  10 時～ 16 時

　　  東京おもちゃ美術館 “森のおもちゃフェスティバル”

⁂11/23　11 時～ 16 時

      ママによる　ママのための “ママまつり in くにみ”

⁂11/23　16 時～

      つながる…“明日へ。復興・きずなイルミネーション”

・場所　観月台文化センター

・入場料　無料

　☆子どもと一緒に

　　  木のおもちゃで遊ぶ …( 森のおもちゃフェス )

　　　ママたちとお茶を飲む。おしゃべりする。

　　　ベビーヨガとアロマでくつろぐ。手作り雑貨を買っちゃう。

　　　育児相談しちゃう…( ママまつり )

　☆大切な人と一緒に

　　  キャンドルとイルミネーションの灯りで

　　　ラブ、ラブ、ラブ…( 明日へ。イルミネーション )

問い合わせ先　　産業振興課　☎ 585-2986
　　　　　　　　企画情報課　☎ 585-2927
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住宅除染の進捗状況
　 住宅除染の実施状況をお知らせします。（10 月 29 日現在）
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よ
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方　部
平成 26 年度計画分

平成 25 年度
実 施 分

除 染 完 了
合 計事　　　　前

モニタリング 除 染 着 手 除 染 完 了

藤 田 方 部 567 件 406 件 376 件 360 件 736 件

小 坂 方 部 15 件 1 件 ー件 310 件 310 件

森江野方部 246 件 159 件 103 件 190 件 293 件

大木戸方部 210 件 151 件 140 件 60 件 200 件

大 枝 方 部 68 件 68 件 68 件 129 件 197 件

合 　 　 計 1,106 件 785 件 687 件 1,049 件 1,736 件

農業委員会の動き

　10 月 20 日定期総会が開催され、次
のとおり確認されました。

　11 月の農業委員会定例総会は次のとおりです。
傍聴においでください。

・日時　11 月 20 日木　午後 1 時 30 分
・場所　観月台文化センター大研修室

◆問い合わせ　農業委員会　☎ 585-2890

・農地所有権移転 5 件
　　賃貸借 1 件
　　使用賃借 1 件

・農地転用 1 件
・農地利用集積計画の決定

「人権週間」に合わせ
合同相談会を開催

　「世界人権宣言」が国連総会で採択された 12 月 10 
日は「人権デー」と定められています。これにより、
12 月４日から 10 日の１週間を「人権週間」とし、
全国的に人権に関しての啓発事業が行われます。
　町では「人権週間」に合わせ、人権擁護委員・行
政相談委員・民生児童委員による合同相談会を開催
します。相談は無料で秘密は厳守されます。
また、当日は電話（585-2793）での相談にも応じます。
困りごとや悩みごとなど、お気軽にご相談ください。

・日時　12 月４日木午前 9 時から正午
・場所　観月台文化センター　第１会議室

◆問い合わせ　　保健福祉課　☎ 585-2793

氏 名 勤務先・学校名（学年）
監　督 酒井　　透 日本郵便㈱東北支社
コーチ 髙橋　豊光 ヤマショウ水産
コーチ 佐藤　史宏 伊達地方衛生処理組合

1 区 髙橋　香澄 県北中３年
2 区 松浦　貴昭 福島成蹊高２年
3 区 大槻　　航 県北中３年
4 区 鈴木　晴馬 田村高１年
5 区 鈴木    悠 県北中３年
6 区 佐藤　史宏 伊達地方衛生処理組合
7 区 佐藤　嵩太 県北中３年
8 区 斎藤　　潤 県北中３年
9 区 渡邉　ゆき 県北中２年

10 区 山田　哲也 自衛隊福島
11 区 宍戸樹里直 聖光学院高１年
12 区 桐澤　　楓 福島工業高１年
13 区 髙橋　篤輝 県北中３年
14 区 高野　陽呂 県北中３年
15 区 佐藤　雪音 県北中２年
16 区 佐藤　温史 国見町役場
補欠 酒井　　透 日本郵便㈱東北支社
補欠 後藤　仁志 伊達地方衛生処理組合
補欠 中野　貴大 川俣理工
補欠 佐藤　淳哉 県北中２年
補欠 澁谷菜々子 福島西高１年
補欠 髙橋　美優 県北中３年

11/1
6
日
第 26回ふくしま駅伝
　　（白河から福島 95.1㎞）

　今年は、先に開催された中体連駅伝大会において、
男女ともに県大会への出場を果たすなど、特に中高
生の走力が充実・向上しており、各選手が最高の状
態でふくしま駅伝に臨めるものと期待しています。
　選手並びにスタッフが町の代表として大会に参加
することを誇りに思い、白河から福島までしっかり
と襷をつなぎたいと思っています。選手が辛いとき、
町民の皆さんからの暖かいご声援をいただければ、
選手は頑張ることができます。皆さん、声援よろし
くお願いします。

Interview　監督　酒井透さん

①�
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。
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1俺の出番？ OK 牧場、俺も、もん
じゃもいい感じ2あ？なに、3餃
子皮ピザ試してみて4自分で作っ
たシチュー旨い5うどん美味しい
よ6見つめる先には・・
7二人なら何でも旨い8見つめる
先には、黒い鍋が・・9手にして
いるのは・・にく・・

1 4

2 3

6

5

7

8

県北中学校芋煮会

9

�

�

�

�

� �

�

藤田保育所運動会
�お顔を見ながら、こんにちは�よ、おまた
せ�二人でいきぴったりごあいさつ�かけっ
こはだれにも負けないよ�お母さんと一緒に
がんばる�おらおらおら、ブーブーのお通り
だ�見つめるさきには・・・・。

−プロフィール−
・代表者　東海林　正子
・活動日　第１土曜日午前 10 時から
・主な活動場所　観月台文化センター
・会員数　14 人
・会　費　1,000 円 / 月　
・連絡先　☎ 585-2522　東海林正子

VOL.36

くにみ川柳クラブ

国見小学校
（５年生）

村上真菜

佐藤　光

吉田瑚雪熊坂瑛郁
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。
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●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 26 年 9 月生まれ）
・9 か月児（平成 26 年 3 月生まれ）

1 月 29 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 ヵ月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

1 月 21 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

健康コラム　ロコモ予防で元気に長生き

　ロコモティブシンドローム（運動器症候群）、通称
“ ロコモ ” とは、老化などで骨や関節、筋肉などに動
きを伝える神経が衰えて、「立つ」「歩く」といった
動作が困難になること、またはそのリスクが高い状
態のことです。

　骨折が原因で介助が必要になったり、さらに寝た
きりになってしまうこともあり、認知症のリスクも
高まると言われています。転倒・骨折をしないため
にロコモを予防し、活動的な毎日を過ごしましょう。

１． 体を動かす

習慣づくり

　体をよく動かす人はロコモになりにくいとい

われています。 階段をよく使う、 車を使わず

に歩く、 家事を積極的にするなど、 日頃

から体を動かすようにしましょう。

ロコモを予防して若さを保つための３つのポイント

２． 筋トレをする

　スクワットなどの筋力トレーニングは、 何歳

からはじめても効果があります。 ただし無理は

禁物。 ひざや腰に痛みがある人はかかりつ

け医に相談してからはじめましょう。

３． 食事も大切

　ロコモ予防は運動だけでなく、 筋肉や骨を

強くするために栄養をきちんととることも大切

です。 高齢期に不足しがちな乳製品や魚、

肉などをしっかり食べましょう。

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

インフルエンザを予防しよう !!

　インフルエンザを「たかが風邪の一種」と考えて
いませんか？高齢者が感染すると、持病を悪化させ
たり合併症を引き起こし、重症化しやすくなったり
するので注意が必要です。
　インフルエンザウィルスは湿度に弱いので、室内
では適度の湿度を保つようにし、また、外出時のマ
スクの着用や帰宅時のうがい、手洗いが大切です。
そして予防の基本は、流行前に予防接種を受けるこ

とです。
　町では 65 歳以上の高齢者を対象に指定医療機関に
おいて、インフルエンザ予防接種を 4,352 円のうち
自己負担 1,300 円で実施しております。インフルエ
ンザ予防接種は、効果が現れるまで 2 週間程度かか
り、効果は約 5 カ月持続します。実施期間は 12 月
28 日までですので、早めに接種されることをお勧め
します。

食育シリーズ

　町では食生活改善推進員の皆さんと栄養士が出向いて、くにみ幼稚園の子ども達を対象に食育教室を開催し
ています。10 月は 2 回実施いたしました。

年中組　テーマ「食べ物当てゲーム～クイズの答えを釣り上げよう～」

「心の健康相談」 のお知らせ

　県 北 保 健 福 祉 事 務 所 で は、
職場や地域社会・家庭の中で
のストレス等の影響で、心の
悩みを抱えている方が、専門
の医師に相談する場として「心
の健康相談」を実施していま
す。お気軽にご相談ください。

◆日時　　12 月 15 日月　平成 27 年 1 月 22 日木　
　　　　　午後 1 時 30 分から午後 3 時 30 分
◆会場　　県北保健福祉事務所
◆申込み方法　予約制ですので前日までに電話でお申込みください。
◆申込み・問合せ　県北保健福祉事務所　健康福祉部
　　　　　　　　　障がい者支援チーム　　☎ 534-4300
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あせかいて　みんなえがおで　くさむしり

藤田駅前をきれいに
　～シルバーの日奉仕作業～
　10 月 11 日、国見町シルバー人材センターの会員 30 人が、
藤田駅周辺の除草や清掃作業を行いました。シルバーの日奉
仕作業は、会員が健康で働ける喜びに感謝するとともに、地
域への恩返しのために毎年実施している取り組みです。
　かまや刈払機での草刈り、ごみ拾いを行いました。１時間
ほどの作業で、すっかりきれいになりました。

青少年育成町民会議
10月の奨励金交付

1第 24 回東北小学生学年別ソフトテニス大会に出場　左から：菊地里奈、菊地莉世、岩城綾音、保坂百香
2高等学校新人体育大会県大会出場（剣道）左から：赤井畑誼、朝内梨々香、遠藤優太、菅野亮太、佐藤瞬太
3中学校新人大会県大会出場（ソフトテニス）　前列左から：岩城初音、引地佑菜、阿部仁美、稲村紫月
 　　　　　　　　　　　　　 （柔道）後列左から：佐々木舞依、野村成美、藤山紗良、國分健翔、渡辺拓陽
4高等学校新人体育大会県大会出場（ソフトテニス）前列左から：佐藤ひなた、引地理彩、五十嵐温子、岡田結愛
                                                                                                       後列左から : 稲村瑛仁、佐藤竜介、鈴木悠一郎、寺島一輝

　10 月 19 日、観月台文化センターで千葉大学大学院准教授
の木下剛さんによる講演と福島大学生によるシンポジウムが
行われました。「千年村の意義と千年のまち国見」をテーマと
した講演や、「歴史を活かしたまちづくり」「集落活性化調査」
について学生からの調査報告があり、約 100 人の参加者は町
の新たな魅力や可能性に耳を傾けました。

第３回
国見町歴史まちづくりシンポジウム開催

講演を行う木下剛さん

1 2

3 4

文部科学大臣表彰
長年の功績を称え
　10 月 23 日、前国見町教育委員長遊佐眞紀子さんが、10 月
21 日文部科学大臣から表彰されたことを太田久雄町長へ報告
しました。遊佐さんは、平成 13 年 10 月 1 日から平成 25 年 9
月 30 日までの 3 期 12 年間教育委員長として務められ、国見
町の望ましい教育環境の整備に尽力され、「国見小学校」、「く
にみ幼稚園」の統合を実現されました。

あったかい
気持ちも一緒にいただきます

鹿島神社例大祭
～歴史を受け継ぎ、伝える

　町の代表的な秋祭りである鹿島神社例大祭が、10 月 23 日
から 3 日間行われました。秋晴れのもとお囃子の音色ととも
に神輿と山車、稚児行列が華やかに練り歩き多くの人々を魅
了しました。また、祭一番の賑わいをみせる「もみあい」では、
若連衆の勇ましいかけ声と、山車と山車が神輿を挟んでぶつ
かり合う様子に沿道の人々は歓声に包まれました。

前国見町教育委員長遊佐眞紀子さん

あったかい　いもじるたべて　にこにこね

　10 月 18 日、初の開催となった市町村対抗福島県ソフトボー
ル大会で、国見町チームがベスト８の快挙を成し遂げました。
　棚倉町との初戦、佐藤大輔投手が 14 三振を奪う力投で 7 回
を投げ切り逆転勝利。2 回戦は強豪の伊達市に 6 対 0 で快勝。
3 回戦は古殿町をサヨナラで下し、ベスト 8 進出を果たしまし
た。チームは試合を重ねるごとに雰囲気も向上、応援のため
会場の相馬市に駆け付けた町民の期待に応え続けました。準々
決勝は 10 月 25 日に行われ、連戦の疲れが見え始めましたが、
優勝候補の郡山市を相手にしても一歩も引かず、安達雅樹監
督を中心にチーム一丸となって戦い抜きました。
　試合は郡山市が序盤に好機を逃さず得点し、チームも必死
に反撃しましたが、2 対 6 という結果でした。チーム一丸となっ
た戦いは応援する方々に感動をあたえ、町民に明るい話題と
なりました。来年は優勝を目指し、チームは更なる高みを目
指します。

第１回市町村対抗福島県ソフトボール大会
国見町チームがベスト８の快挙！

上：戦いを終えたチーム一同の雄姿
下：連戦を戦い抜いた佐藤大輔投手

宮入までの激しいもみあい

　10 月 28 日、上野台仮説住宅で芋煮会が行われました。芋煮、
柿やリンゴなど旬の食材がならびました。国見町社会福祉協
議会会長（太田久雄町長）も訪問され、入居者の皆さんと談
笑しながら秋の味覚を思う存分堪能しました。食事のあとは
輪投げ大会も行われ、皆さん笑顔が絶えない芋煮会となりま
した。
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12
月
の
相
談
会

≪障がい者相談≫
・開催日　16 日火

・場所　　観月台文化センター

　　　　   第 2 和室

・時間　　午前 10 時から午後 4 時

　※障がい者に関する様々な相談を

　　受付しますので、ぜひご利用く

　　ださい。

お
知
ら
せ

≪心配ごと相談≫
・開催日及び相談員

・場所　観月台文化センター
　　   　第 2 和室

・時間　午前 9 時から正午

4 日 木 八巻　忠一 さん
斎藤　洋子 さん

25 日 木 村木　幹雄 さん
松浦美千代 さん

人権相談

全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間

　　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
11

月
17
日
月
か
ら
23
日
日
ま
で
の

７
日
間
、
全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週

間
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
電

話
相
談
の
取
組
を
強
化
し
ま

す
。
相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員

及
び
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
な
お
、
強
化
週
間
の

期
間
以
外
の
日
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
。）
に
お
い
て
も
、

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

15
分
ま
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

11
月
17
日
月
か
ら
23

日
日
ま
で
の
7
日
間

▼
時
間　

午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
7
時
ま
で　

た
だ
し
、
11

月
22
日
土
と
23
日
日
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐

８
１
０
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）

問
福
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課

「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
を
発
行
し
ま
す

年
末
調
整
・
確
定
申
告

ま
で
大
切
に
保
管
を
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税

や
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。（
そ
の
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
該
当
し
ま
す
。）

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
は
、
来
年
の
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付

さ
れ
た
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら

れ
た
控
除
証
明
書
も
添
付
し
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
下
記
の
「
控
除

証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た

は
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表

示
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所

（
☎
５
３
５
―
０
１
４
１
）
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

▼
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル　

０
５
７
０

‐
０
５
８
‐
５
５
５　

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で

お
か
け
に
な
る
場
合
は
０
３
‐

６
７
０
０
‐
１
１
４
４

自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。

自
動
音
声
に
従
っ
て
「
３
」
を

押
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

11
月
４
日
火
か

ら
平
成
27
年
３
月
16
日
月

▼
受
付
時
間　

月
か
ら
金
曜
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時　

第

２
土
曜
日　

午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時

※
祝
日（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
は
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

公
立
藤
田
総
合
病
院

第
38
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

地
域
住
民
に
向
け
て
「
元
気
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
申

込
み
不
要
・
無
料
の
セ
ミ
ナ
ー

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
27
日
木

　
　
　
　

午
後
４
時
か
ら

▼
場
所　

公
立
藤
田
総
合
病
院　

総
合
受
付
前
ホ
ー
ル
・
シ
ャ
ン

グ
リ
ラ

▼
演
題　

こ
ど
も
の
冬
の
感
染

症
～
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
～

　　
　　人口　　  9,816 人（△ 6）　
　　  男　　    4,710 人（ ＋ 1）
     　 女　        5,106 人（ △ 7）　
　    世帯　  　3,395 世帯（ ＋ 2）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 26 年 9 月 30 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7時まで延長しています

　　≪窓口延長の日≫　11 月 13 日、20 日、27 日
　　　　　　　　　　　12 月 ４ 日、11 日、18 日、25 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明書
の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の届出、
税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合せください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
9 月 21 日～ 10 月 20 日受付分

●誕 生 お め で と う ●　

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、

企画情報課☎ 585-2927 までご連絡ください。

石井　月
つ き

咲ちゃん
公文さん　淳美さん

中條　恵
け い と

都ちゃん
伸喜さん　めぐみさん

（ 板 橋 南 ）

（ 町 東 ）

▼
講
師　

公
立
藤
田
総
合
病
院　

小
児
科　

大
西
周
子
医
師

問
公
立
藤
田
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー

☎
５
８
５
‐
２
１
２
１

小
坂
ま
ち
づ
く
り
の
会

そ
ば
祭
り

　

今
年
も
恒
例
の
「
そ
ば
ま
つ

り
」
を
11
月
23
日
日
午
前
９
時

か
ら
小
坂
総
合
農
村
管
理
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
純
小
坂

産
の
お
い
し
い
「
十
割
そ
ば
」

の
ほ
か
に
も
美
味
し
い
食
べ
物

を
沢
山
用
意
し
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
お
や
じ
バ
ン

ド
の
演
奏
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
手

作
り
教
室
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

キ
ャ
ン
ド
ル
に
絵
付
も
お
こ
な

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
子
さ

ん
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

そ
ば
に
つ
い
て
は
当
日
券
も

販
売
し
ま
す
が
、
前
売
り
券
も

販
売
い
た
し
ま
す
（
販
売
期
間

＝
11
月
５
日
水
か
ら
11
月
21
日

金
）。
販
売
場
所
な
ど
詳
し
く

は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
冨
塚　

☎
５
８
５
‐
３
０
０
７

黒 田 　 武 夫 さ ん 94 （ 泉 田 下 ）
渋 谷 　 ト ミ さ ん 96 （国見の里）
鈴 木 　 チ ヨ さ ん 88 （ 川 内 ）
村上　　廣　さん 66 （山崎耕谷）
阿 部 タ イ 子 さ ん 85 （ 大 木 戸 ）
佐 久 間 ツ ネ さ ん 82 （ 第 2 ）
齋 藤 ハ ル エ さ ん 81 （ 第 3 ）
吉 川 マ ツ ノ さ ん 88 （ 山 根 ）
大 槻 サ ダ 子 さ ん 94 （ 大 町 南 ）

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
、

仕
事
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

高
年
齢
者
に
お
仕
事
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
多
様
な
社
会
参

加
を
紹
介
し
、
高
年
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
を
お
手
伝
い
さ

せ
て
い
た
だ
く
公
益
団
体
で

す
。
60
歳
以
上
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
業
所
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
、
お
仕
事
を
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
手
続
き
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☎
５
８
５
‐
３
４
０
５

昨年のそばまつり
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行事のお知らせ
11 月 11 日 火 子ども移動図書館（国見小 3 年生）

12 日 水 寄せ植え教室②

13 日 木 子ども移動図書館（国見小 2 年生）

14 日 金 成人学級

15 日 土 国見っ子わんぱく広場

子ども和楽器体験教室⑦

16 日 日 ふくしま駅伝大会

18 日 火 子ども移動図書館（国見小 1 年生）

19 日 水 くにみ女性教室

20 日 木 子ども移動図書館（国見小 3 年生）

22 日 土 青少年健全育成推進町民大会

子ども和楽器体験教室⑧

25 日 火 子ども移動図書館（国見小 2 年生）

26 日 水 くにみ女性教室

27 日 木 子ども移動図書館（国見小 1 年生）

ブックスタート

29 日 土 少年仲間づくり教室

子ども和楽器体験教室⑨

30 日 日 和太鼓フェスティバル

12 月 1 日 月 休館日

2 日 火 子ども移動図書館（国見小 3 年生）

4 日 木 阿津賀志学級

6 日 土 子ども和楽器体験教室⑩

7 日 日 伊達地方一周駅伝競走大会

元
気
に
長
生
き
阿
津
賀
志
学
級

　

10
月
10
日
、
阿
津
賀
志
学
級

の
寿
祝
敬
老
会
は
約
80
人
が
参

加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

太
田
久
雄
町
長
と
八
島
博
正

議
長
か
ら
、
長
き
に
渡
り
社
会

へ
貢
献
さ
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝

と
お
祝
い
の
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
、
中
村
洋
平
学
級
委
員
長

か
ら
賀
寿
受
賞
者
に
賀
詞
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
鹿
島
神
社
宮
司
に

よ
る
神
事
が
厳
粛
に
行
わ
れ
、

受
賞
者
代
表
と
し
て
藤
田
和
代

さ
ん
が
玉
串
法
奠
を
行
い
、
小

紫
實
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

紅
葉
の
錦
に
息
を
の
む

～
中
高
年
の
た
め
の
登
山
教
室
～

　

９
月
29
日
、
10
月
16
日
の
２

回
、
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
認

定
ガ
イ
ド
奥
田
博
さ
ん
を
講
師

に
、
中
高
年
を
対
象
と
し
た
登

山
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
25
人
は
１
回
目
の
講

義
で
体
力
づ
く
り
の
方
法
や
奥

田
さ
ん
の
携
わ
っ
た
山
岳
の
調

査
を
学
び
、
登
山
に
つ
い
て
見

識
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
山
形
市
の
瀧
山
登

山
に
挑
戦
し
参
加
者
は
一
面
の

見
事
な
紅
葉
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
こ
れ
ま

で
グ
ル
ー
プ
学
習
で
練
習
し
て

き
た
成
果
の
発
表
で
、
箏
の
演

奏
か
ら
始
ま
り
、
踊
り
あ
り
、

歌
あ
り
、
津
軽
三
味
線
あ
り
と

賀
寿
の
皆
さ
ん
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
が
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
賀
寿
該
当
者
は

次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
卒
寿　

小
紫
實

▼
米
寿　

藤
田
和
代
、
宮
本
言

▼
喜
寿　

渡
部
良
子
、
八
嶋
悦

子
、
菅
野
富
子

▼
古
希　

遠
藤
ト
シ
子

賀寿受賞の皆さん

絶景に大満足 !!

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
上
手
だ
ね
！

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場

　

９
月
27
日
、
児
童
51
人
、
阿

津
賀
志
学
級
生
９
人
、
指
導
員

12
人
が
参
加
し
、
世
代
間
交
流

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

福
島
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
か
ら
佐
藤
喜
也
事
務
局

長
、
齋
藤
公
子
事
務
局
次
長
、

金
澤
次
郎
氏
を
講
師
に
、
じ
ゃ

ん
け
ん
ゲ
ー
ム
や
数
集
ま
り

ゲ
ー
ム
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
ヒ
ゲ

を
触
っ
た
り
、肩
を
組
ん
だ
り
、

い
つ
の
ま
に
か
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
な

り
、グ
ル
ー
プ
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、

日
レ
ク
ボ
ー
ル
な
ど
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
や
さ
し
さ
、
温
か
さ
に
触

れ
、
楽
し
く
穏
や
か
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

■申し込みは不要ですが、各回定員 50 人程度とさせ
　ていただきます。
■主催・問い合わせ先：国見町公民館
　　　　　　　　　　　（観月台文化センター内）
■協力：国見町郷土史研究会
　　　　国見町文化財ボランティア

第 1 回
12 月 6 日土

午後１時 30 分
から

「岩淵遺跡から縄文人の生活を知る」
講師：木本元治氏
場所：岩淵遺跡（高城字岩渕地内）

第 2 回
1 月 17 日土

午後１時 30 分
から

「国見の宿場町」　　　　　　　　
講師：菊池利雄氏
場所：小坂農村総合管理センター

第 3 回
2 月 21 日土

午後１時 30 分
から

「南北朝動乱と伊達郡藤田城Ⅰ」　
講師：笠松金次氏
場所：観月台文化センター大研修室

第４回
2 月 28 日土

午後１時 30 分
から

「南北朝動乱と伊達郡藤田城Ⅱ」　
講師：笠松金次氏
場所：観月台文化センター大研修室

平成 26 年度　県民カレッジ連携講座
ふるさと歴史教室

申込み
不要
参加無

料

ふ
く
し
ま
の
未
来
を
つ
く
る

３
学
級
合
同
学
習

　

10
月
21
日
、阿
津
賀
志
学
級
、

成
人
学
級
、
女
性
教
室
の
３
学

級
合
同
学
習「
時
事
問
題
解
説
」

を
行
い
、
65
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

福
島
民
友
新
聞
社
論
説
委
員

長
の
加
藤
卓
哉
氏
を
講
師
に

「
心
ひ
と
つ
福
島
再
生
」
と
題

し
、
原
発
、
除
染
、
風
評
被
害

な
ど
具
体
的
な
数
値
や
実
際
に

見
た
こ
と
を
話
さ
れ
、
参
加
者

は
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

加藤論説委員長

心は一つ、男同士がんばろう
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